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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期

第１四半期連結
累計期間

第７期
第１四半期連結
累計期間

第６期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 642,971 650,4942,512,015

経常利益（千円） 75,909 25,496 278,609

四半期（当期）純利益（千円） 43,706 9,751 147,885

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
42,142 8,018 145,387

純資産額（千円） 960,134 666,733 784,058

総資産額（千円） 1,371,7091,509,5861,561,033

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
3.54 0.86 12.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － －

自己資本比率（％） 70.0 44.2 50.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△48,528 28,522△108,007

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△12,642 △7,568 △22,025

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,154 △52,977 51,171

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
570,387 515,728 549,407

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第６期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

５．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、平成23年３月11日に発生いたしました東日本大震災及び福島

原発事故による被災地の甚大な被害に加え、災害後の自粛ムードや全国的な電力問題の影響により消費マインドが

冷え込み、これらに起因して企業の生産活動が低下するなど、国内経済への影響は計り知れず、景気の先行きは予断

を許さない状況で推移しております。

一方、医薬品業界におきましては、激しい国際競争の中で経営統合や合併等の再編が続いております。さらに、薬

価基準の引き下げや後発品の普及促進等の薬剤費削減策の強化、主力製品の特許切れ問題及び世界的な新薬の承認

審査の厳格化等により、ますます医薬品開発の競争は激化しております。

このような流れの中で、当社グループが属する医薬品開発業務受託（ＣＲＯ）業界及び医薬品販売支援（ＣＳ

Ｏ）業界は、医薬品開発のアウトソーシング化及び国際共同治験の増加を背景として、市場規模は緩やかに拡大し

ているものの、一方で、既存企業の規模拡大、事業譲渡、廃業などにより業界内の淘汰が進み、競争は激化しておりま

す。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は650百万円（前年同四半期比1.2％増）、営業利益は26百

万円（前年同四半期比64.8％減）、経常利益は25百万円（前年同四半期比66.4％減）、四半期純利益は9百万円（前

年同四半期比77.7％減）となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①ＣＲＯ事業

  当社グループのＣＲＯ事業については、営業活動を強力に推進し新規案件の受託及び既存案件の増員の契約を

締結したことにより、当第１四半期連結累計期間の収益に貢献いたしました。しかしながら、利益面では、当社グ

ループのモニタリング業務の高い品質を維持しつつ新規受託案件に対応するために、先行的に人員の確保及び教

育を行った結果、前年同四半期を下回ることとなりました。この結果、売上高は614百万円（前年同四半期比0.8％

減）、営業利益は141百万円（前年同四半期比28.0％減）となりました。

②ＣＳＯ事業

　当社グループのＣＳＯ事業については、少額ながら収益に貢献することとなりました。この結果、売上高は36百

万円（前年同四半期比53.7％増）、営業損失は6百万円（前年同四半期は11百万円の損失）となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より33

百万円減少し、515百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は28百万円（前年同四半期は48百万円の使

用）となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益25百万円の計上及び売上債権の減少額25百万円が

あったものの、法人税等の支払額28百万円があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は7百万円（前年同四半期は12百万円の使

用）となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出7百万円があったこと等によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は52百万円（前年同四半期は2百万円の獲

得）となりました。これは、主に短期借入金の純増額83百万円があったものの、長期借入金の返済による支出7百

万円及び配当金の支払による支出125百万円があったこと等によるものであります。

  

(3）財政状態の分析

①　資産の部　

資産合計は、前連結会計年度末と比べ51百万円減少し、1,509百万円（3.3％減）となりました。これは、主に現

金及び預金の減少によるものであります。

②　負債の部　

負債合計は、前連結会計年度末と比べ65百万円増加し、842百万円（8.5％増）となりました。これは、主に短期

借入金の増加によるものであります。

③　純資産の部　

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ117百万円減少し、666百万円（15.0％減）となりました。これは、主に

配当金の支払による利益剰余金の減少によるものであります。

 

(4）経営成績の分析

①　売上高

当第１四半期連結累計期間の売上高は、大手製薬会社からの治験業務受託件数が引き続き拡大した結果、650百

万円（前年同四半期比1.2％増）となりました。

②　売上原価

当第１四半期連結累計期間の売上原価は、主に治験業務受託件数の拡大に備え人員を増加させた結果、460百万

円（前年同四半期比12.4％増）となりました。

③　販売費及び一般管理費

当第１四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費は、売上高の増加に伴い163百万円（前年同四半期比3.7％

増）となりました。

④　営業利益

当第１四半期連結累計期間の営業利益は、売上原価並びに販売費及び一般管理費の増加の結果、26百万円（前

年同四半期比64.8％減）となりました。

⑤　経常利益

当第１四半期連結累計期間の経常利益は、25百万円（前年同四半期比66.4％減）となりました。

⑥　税金等調整前四半期純利益

当第１四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は、25百万円（前年同四半期比66.4％減）となりまし

た。

⑦　四半期純利益

当第１四半期連結累計期間の四半期純利益は、税金等調整前四半期純利益の減少に伴い、9百万円（前年同四半

期比77.7％減）となりました。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

(7）経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営戦略の現状と見通しについて重要な変更はありません。

　引き続き、当社グループは受託業務の選択と集中を推し進めることによって既存のＣＲＯとの差別化を図り、大手

製薬会社と同等の立場で医薬品開発を実行・サポートできる知識・技術・経験を有するＣＲＯすなわち「ＣＤＯ

（Contract Development Organization）」を目指していく方針であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,800,000

計 24,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,370,000 12,370,000
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株

であります。

計 12,370,000 12,370,000 － －

　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 12,370,000 － 214,043 － 73,000

　　　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      975,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   11,393,600 113,936単元株式数（100株）

単元未満株式 普通株式　　 　 1,400 － －

発行済株式総数       12,370,000 － －

総株主の議決権 － 113,936 －

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社リニカル
大阪市淀川区宮原一丁目

６番１号　
975,000 － 975,000 7.88

計 － 975,000 － 975,000 7.88

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社リニカル(E21706)

四半期報告書

 8/20



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 448,632 414,929

売掛金 616,844 591,481

有価証券 100,775 100,798

前払費用 27,993 51,096

繰延税金資産 30,338 14,471

立替金 39,593 41,105

その他 93 210

流動資産合計 1,264,270 1,214,094

固定資産

有形固定資産 55,210 51,714

無形固定資産 1,160 1,888

投資その他の資産

差入保証金 228,182 227,615

その他 12,209 14,273

投資その他の資産合計 240,391 241,889

固定資産合計 296,762 295,492

資産合計 1,561,033 1,509,586

負債の部

流動負債

短期借入金 － 83,000

1年内返済予定の長期借入金 30,000 30,000

未払金 67,771 71,800

未払費用 39,273 41,449

未払法人税等 32,675 4,644

未払消費税等 15,115 24,908

預り金 32,591 53,584

賞与引当金 61,074 31,999

リース債務 11,228 9,917

その他 718 8,778

流動負債合計 290,447 360,082

固定負債

社債 350,000 350,000

長期借入金 107,500 100,000

リース債務 8,650 6,509

退職給付引当金 20,377 26,261

固定負債合計 486,527 482,770

負債合計 776,974 842,852

EDINET提出書類

株式会社リニカル(E21706)

四半期報告書

 9/20



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 214,043 214,043

資本剰余金 73,000 73,000

利益剰余金 791,235 675,642

自己株式 △289,159 △289,159

株主資本合計 789,118 673,526

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △5,059 △6,792

その他の包括利益累計額合計 △5,059 △6,792

純資産合計 784,058 666,733

負債純資産合計 1,561,033 1,509,586
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 642,971 650,494

売上原価 409,355 460,307

売上総利益 233,616 190,186

販売費及び一般管理費 157,552 163,390

営業利益 76,063 26,796

営業外収益

受取利息 42 32

為替差益 165 46

その他 5 －

営業外収益合計 214 79

営業外費用

支払利息 367 1,379

営業外費用合計 367 1,379

経常利益 75,909 25,496

特別損失

固定資産売却損 － 11

特別損失合計 － 11

税金等調整前四半期純利益 75,909 25,484

法人税、住民税及び事業税 15,911 2,302

法人税等調整額 16,292 13,430

法人税等合計 32,203 15,733

少数株主損益調整前四半期純利益 43,706 9,751

四半期純利益 43,706 9,751
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 43,706 9,751

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △1,563 △1,732

その他の包括利益合計 △1,563 △1,732

四半期包括利益 42,142 8,018

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 42,142 8,018
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 75,909 25,484

減価償却費 6,666 6,648

長期前払費用償却額 1,260 825

賞与引当金の増減額（△は減少） △23,561 △29,074

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,432 5,884

受取利息及び受取配当金 △42 △32

支払利息 367 1,379

為替差損益（△は益） △165 △46

有形固定資産売却損益（△は益） － 11

売上債権の増減額（△は増加） △15,050 25,362

たな卸資産の増減額（△は増加） 623 －

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,248 9,792

立替金の増減額（△は増加） △1,508 △1,511

前払費用の増減額（△は増加） △16,403 △22,786

未払金の増減額（△は減少） 6,164 7,553

預り金の増減額（△は減少） 22,930 20,992

その他 △1,267 8,354

小計 50,106 58,838

利息及び配当金の受取額 42 32

利息の支払額 △432 △2,342

法人税等の支払額 △98,245 △28,005

営業活動によるキャッシュ・フロー △48,528 28,522

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △12,068 △7,692

有形固定資産の売却による収入 － 24

長期前払費用の取得による支出 △359 －

差入保証金の差入による支出 △314 －

差入保証金の回収による収入 100 100

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,642 △7,568

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 104,000 83,000

長期借入金の返済による支出 － △7,500

配当金の支払額 △98,486 △125,344

リース債務の返済による支出 △3,358 △3,132

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,154 △52,977

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,397 △1,657

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △60,413 △33,679

現金及び現金同等物の期首残高 630,801 549,407

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 570,387

※
 515,728
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

 

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

                                                                  

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

                            

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年６月30日現在）

現金及び預金勘定  469,676千円

現金及び現金同等物とされる

有価証券
100,710 

現金及び現金同等物 570,387 

 

現金及び預金勘定  414,929千円

現金及び現金同等物とされる

有価証券
100,798 

現金及び現金同等物 515,728 

 

　

EDINET提出書類

株式会社リニカル(E21706)

四半期報告書

15/20



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 135,795 11.00平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

　

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 125,344 11.00平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

　

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。　

　

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

                                                             （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

ＣＲＯ事業 ＣＳＯ事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 619,54423,427642,971 － 642,971
セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 619,54423,427642,971 － 642,971

セグメント利益又は損失

（△）
196,754△11,360185,393△109,33076,063

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△109,330千円は、各報告セグメントに配分していない

全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                                                             （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

ＣＲＯ事業 ＣＳＯ事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 614,49436,000650,494 － 650,494
セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 614,49436,000650,494 － 650,494

セグメント利益又は損失

（△）
141,591△6,058135,532△108,73626,796

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△108,736千円は、各報告セグメントに配分していない

全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3円54銭 0円86銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 43,706 9,751

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 43,706 9,751

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,345 11,394

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 平成23年８月２日

株式会社　リニカル  

 取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　目細　　実　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　井上　嘉之　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リニカルの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任 

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。 

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リニカル及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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